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研究成果の概要（和文）：１.日本各地の石を俯瞰する石の選定を行い、それらについて写真画像データと顕微
鏡分析データを集積し、彫刻素材利用に必要なデータベースの概形を作成した。有文様石の彫刻素材利用の基盤
となるデータベースの今後の補完と公開を期す。
２.標本作製と有文様石の彫刻制作を通していくつかの加工障害が明確化した。一方、時間と労力をかければ凡
そどの石も彫刻素材として利用可能であることが分かった。
３.有文様石の複雑な文様は、形体を幻惑する視覚効果を生む。さらに、人智をこえるようなスケールの時間や
場所についての要素が刻まれている。地質学の知見を借りるなどしてそれら要素を表現に取り入れることは今後
の豊かな可能性としてある。

研究成果の概要（英文）：1 This research is to create concept model of new database for searching 
stones having pattern as a sculptural material. For the purpose, after picking up samples to survey 
stones in Japan, we collected photograph data and analytical data with microscope. Hereafter, it is 
expected that more data will be collected and the database will be opened as infrastructure for 
searching a sculptural material. 2. Through forming samples and creating sculptures with stone 
having pattern, we detected some troubles in processing. Almost stones are available as sculptural 
material with spending enough time and effort. 3. In sculpture of stone material, complex pattern on
 stone generates visual effects which enchants viewers. Additionally, the elements about time and 
location surpassing human intelligence are inscribed on the stone's pattern. With using knowledge of
 geology, there are plentiful possibilities that we can integrate these elements into expressions of
 art.
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〈無加工状態（左）と同じ石の３面研磨標本（右）〉 

〈領家帯の泥質片岩〉 

 

１．研究開始当初の背景 
日本列島はその形成の歴史の過程として、

多種多様な岩石が地表に存在する。岩石につ
いての研究は地質学等で盛んに行われ、一般
に閲覧可能な資料も多くある一方、それらと
彫刻とを関連付けた研究や取り組みはほと
んどなかった。画像データや分析情報を彫刻
家がうまく利用する下地も十分ではなく、彫
刻家があらゆる石を素材利用するにはいく
つかの困難が残されている状況にある。 
数多くある石の種類のうち、彫刻素材に用

いられる石は大理石や一部の火山岩、堆積岩
などごく一部にとどまる。この状況に対し、
美的側面や加工性の面から一定の合理性が
説明できるものの、あらゆる石を検証し選り
抜かれた末の結果とは言い難い。特に、変成
岩などの肉眼で文様状に見えるような、組成
が不均質な石（＝「有文様石」と本研究では
呼ぶ）は、一部の大理石を除いて近代以降の
彫刻素材利用はほぼ皆無であった（＊）。古
い作例や野仏などではその土地の身近な石
を使ったものが見られ、これら石は近代以降
の彫刻において置き去りにされてきた、まさ
に「石ころ」たちといえる。 
美術観が多様化する現在の状況において

は一層、これまで素材利用されてこなかった
石たちの未開の可能性を開くことが重要で
あり、これが本研究の目的である。 
 
（＊あくまでも切削・研磨など加工状態で

の利用が少ないということ。無加工で扱った
例は少なくない。） 
 

２．研究の目的 
これまで彫刻素材に使われてこなかった

多種多様な有文様石の彫刻素材としての可
能性を明らかにすることが本研究の目的で
ある。地質学者の協力のもとで全国各地の石
のある現場に赴き情報収集を行い、また採取
した石を加工し分析する過程で、あるいは制
作した彫刻作品を通して、彫刻家の視点から
の様々な石の可能性を探り出す。得られた情
報を集積してデータベースを作成する。 
 
３．研究の方法 
（１）日本各地の石から特徴的なものを選び、
その産地を調査し石を採取した。地質学的な
地域区分である「地質帯」をすべて網羅する
より、各地の石を俯瞰することに力点をおき、
下記の地域で調査と石の採取を行った。 
北海道）旭川市神居町、幌泉郡えりも町、 
様似群様似町、浦河郡浦河町、伊達市大手町 
岩手県）下関郡岩泉町、宮古市、陸前高田市 
矢作町、一関市東山町、一関市大東町 
宮城県）登米市東和町 
福島県）いわき市四倉町、いわき市小川町、 
東白川郡矢祭町 
茨城県）日立市小木津町、常陸太田市田渡町、 
常陸太田市町屋町、高萩市、北茨城市磯原町 
新潟県）糸魚川市 

富山県）富山市八尾町、南砺市利賀村、黒部 
市宇奈月温泉、富山市加賀沢 
福井県）大飯郡高浜町、大飯郡おおい町、小 
浜市下根来、南条郡越前町 
岐阜県）飛騨市宮川町、飛騨市神岡町、高山 
市国府三川 
静岡県）浜松市天竜区佐久間町、浜松市天竜 
区熊 
愛知県）新城市垂本、新城市布里、岡崎市明 
見町 
三重県）伊賀市 
鳥取県）八頭郡八頭町、八頭郡智頭町、日野 
郡日南町 
岡山県）高梁市中井町、久米郡美作町、新見 
市足立 
広島県）庄原市東城町 
高知県）長岡郡本山町 
愛媛県）新居浜市別子山 
熊本県）上益城郡山都町、上益城郡御船町、 
上益城郡甲佐町、玉名郡和水町 
上記地域から、計約 180 個の石を採取した。 
 
（２）採取した石を無加工状態で写真撮影し、 
また直交する３面を切削研磨した標本を作 
製し、写真撮影して画像データを集積した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ３面研磨標本は、有文様石の特徴を視覚的
に捉えやすいように考案した方法で、組成の
違いが三次元的にどのように連なっている
のかを写真でわかりやすく記録することが
できる。 
 また薄片標本を作製して顕微鏡分析を行 
い、分析データを集積した。 
 
（３）種類の異なる有文様石を用いて彫刻制 
作を行った。最終成果発表の作品は、人体を 
モチーフとした作品を８点作ることとし、最 
もサイズの大きな作品は三重県産の領家帯 
の泥質片岩を用いた。 
「泥質片岩」はガ

ンダーラの石仏にも
用いられた石と同種
の変成岩である。「変
成岩」はもととなる
石が、長い時間のな
かで地中深くの高
温・高圧の環境にさ
らされて変化を遂げ
た石の総称で、もと
となる石や変成を受 
けた環境の違いで
様々な違いがある。同 



〈星取り作業の様子〉 

〈富山の斑糲岩〉 〈岡山の緑泥石片岩〉 

種の泥質片岩といっても、ガンダーラの石仏
に用いられたものと三重県のものとは別の
石である。ただ興味深いのは、「片岩」は層
状にはがれやすいところからそのように呼
ばれるように、槌と鑿で打撃を与えながら彫
り進める方法では石が破損する危険が高く、
この加工性の問題も現代の彫刻家が敬遠す
る要因となっている。にもかかわらず、ガン
ダーラの石仏は鑿と槌で彫られ、更に精巧な
加工も施されているのはよく知られている
ことであり、これとの比較が有益であると考
えた。また、三重県の泥質片岩の方がガンダ
ーラのそれよりも１億年余り早く形成され
たものであるなど、興味深い関連事項がいく
つもある。 
今回制作した人体の作品は全て「星取法」

と呼ばれる方法で、なおかつ槌と鑿はほとん
ど使用せず、主に電動あるいは圧縮空気動力
の切削工具を用いて制作した。これは、有文
様石特有の不均質な組成による加工障害や、
自然の環境下で発生したヒビや割れのある
中で、破損せず、精度の高い造形を行うため
に必要と考えたからである。加えて、将来的
に広く使用されることが想定される３D 切削
機と、（手作
業によるか
機械制御に
よるかの別
はあれど）
石に対して
は同様の工
程や加工法
となる。 
 
その他彫刻制作を行った石は下記の通り。 
北海道の橄欖（かんらん）岩、岩手の蛇紋岩、
富山の斑糲（はんれい）岩、岐阜の飛騨片麻
岩、福井のチャート、岡山の緑泥石片岩、高
知の黒雲母片岩。これら７種の石は等身大の
耳を象った彫刻とした。 

（４）これら制作した彫刻を展覧会で展示し
成果の発表を行った（個展「彫刻における石
の回廊、未踏の」、会場：ギャラリーなつか/
東京、会期：2017 年 9 月 11 日～16 日）。そ
の場で美術関係者と意見交換を行った。 
 
４．研究成果 
 本研究では、日本各地の石を概観するよう
な石の選定を行い、先述の通り各地の石を約
180 個採取した。そのうち 159 の石について

は無加工、３面研磨標本の写真画像データを
集積し、併せて顕微鏡分析を行った。彫刻素
材利用に必要なデータベースの概形をこれ
で作成した。 
石の選定は特徴的な変成岩を中心とした

が、一方でチャートなど、有文様石と呼べる
ものは変成岩以外にも多くあり、本研究で日
本全体の有文様石を網羅したとは言い難く
データベースとしては不完全ではあるが、概
観するということでは当初の目的を達成し
たといえる。データベースの補完と公開につ
いては今後の課題である。 
また、８種の有文様石を用いた彫刻制作を

行い、公開した。 
 
本研究の達成した成果の意義を以下述べ

る。 
日本にあるほとんどの石が彫刻素材に用

いられてこなかったといっていいくらい、多
くの石の可能性が未解明であることを確認
した。また同時に、彫刻家が必要とする情報
を多数集積したことにより、今後の素材利用
の基盤を作ることができたといえる。そして、
性質の異なる８種の石で制作を行った結果、
下記のような加工障害が認められたが、時間
と労力をかければ凡そどの石も彫刻素材と
して利用可能であることが分かった。 
・不均質な組成の境目における剥がれが生じ
やすい 
・硬質な箇所と軟質な箇所が隣接している場
合、切削や研磨の際に軟質部分が先に削れて
凹みとなってしまう 
・ダイヤモンドカッターなどの工具との相性
が悪いものがあり、工具の消耗が早くなった
り、作業時間が増大したりする  など 
  
次に有文様石の視覚的効果について述べ

る。作品の要素として形体を重視する場合に
は、複雑な文様は幻惑する効果を生じ、彫刻
素材として敬遠される場合がある。本研究に
おいてはその効果を積極的に取り入れ、明確
な形体をもちながら視覚的にそれを捉えが
たいという作品様態となった。実態と認識の
ズレは研究代表者の作品制作の主要テーマ
のひとつであるが、有文様石はそれを豊かに
展開させる素材である。 
 
加えて、有文様石のもつ時間の要素や、場

所の要素など、表現素材としての豊かな要素
が様々にある。地質学の知見を借りるなどし
てそれら要素を表現に取り入れることは今
後の豊かな可能性としてある。現代の我々が
思い描く世界地図とは異なる大地の様相の
中で、人間の感覚を超えた時間の中で形成さ
れてきた石には、人智を超えた実体をもつ素
材としての可能性があり、それら可能性の更
なる解明や表現における展開は今後の課題
として残されている。 
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